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１．平成24年11月期第３四半期の連結業績（平成23年12月１日～平成24年８月31日）

（１）連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年11月期第３四半期 414 △4.9 △304 ― △333 ― △331 ―

23年11月期第３四半期 436 △36.4 △156 ― △214 ― △238 ―

(注) 包括利益 24年11月期第３四半期 △333百万円( ― ％) 23年11月期第３四半期 △163百万円( ― ％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

24年11月期第３四半期 △14,667 79 ―

23年11月期第３四半期 △11,497 94 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

24年11月期第３四半期 922 △213 △23.2

23年11月期 1,010 4 0.4

(参考) 自己資本 24年11月期第３四半期 △213百万円 23年11月期 4百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年11月期 ― 0 00 ― 0 00 0 00

24年11月期 ― 0 00 ―

24年11月期(予想) 0 00 0 00



  

(注) 当四半期における業績予想の修正の有無 ： 無 

 当社グループの事業領域である金融業界は市場環境の変動の影響を受けるため経営環境の変動が大きく、また

当社においては経営基盤強化を狙った組織再編等を引き続き行うことから、現時点で業績予想を合理的に行う

ことは困難であります。そのため、業績予想については記載しておりません。業績予想の開示が可能になった

段階で速やかに開示いたします。なお、当該理由等は、３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 

（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

 

 

 
  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 
  

当社グループの事業領域である金融業界は市場環境の変動の影響を受けるため経営環境の変動が大

きく、また当社においては経営基盤強化を狙った組織再編等を引き続き行うことから、現時点で業績

予想を合理的に行うことは困難であります。そのため、業績予想については記載しておりません。業

績予想の開示が可能になった段階で速やかに開示いたします。なお、当該理由等は、３ページ「１．

当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

３．平成24年11月期の連結業績予想（平成23年12月１日～平成24年11月30日）

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年11月期3Ｑ 27,321株 23年11月期 20,708株

② 期末自己株式数 24年11月期3Ｑ ― 株 23年11月期 ― 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年11月期3Ｑ 22,631株 23年11月期3Ｑ 20,708株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、震災復興関連の需要に伴う公共投資や民間設
備投資に改善の兆しがみられるものの、欧州債務問題の長期化や世界景気の減速懸念もあり、引き
続き先行き不透明感が残る経済環境となりました。日本の株式市場においては、期首に8,600円台で
あった日経平均株価は、欧州債務問題の沈静化などにより３月下旬には10,200円台を回復したもの
の、再び同問題への警戒感が強まったことや内外景気の減速感もあり、６月上旬には8,200円台まで
低迷する場面もありました。その後は主要国での政策期待が高まったことや、ギリシャ再選挙の結
果が好感されたことを受けて、６月末には株価が9,000円台を回復しました。足元の株価は一進一退
ながら、8,839円で第３四半期連結累計期間末を迎えました。 
 当社グループの事業領域である金融業界においては、米国など好調な株価推移となった市場もあ
りましたが、投資家全般のリスク回避姿勢は根強く、活発な売買は期待できない状況と認識してお
ります。また為替市場における円高の長期化や、中国での景気や株価低迷が業界全体に及ぼす影響
も軽視できないと考えております。 
 当社グループは、このような環境下、中立性の高い投資情報をタイムリーに投資家の皆様にお届
けし、資産形成に役立てていただけるよう、更なるコンテンツの充実と品揃え強化に取組んでおり
ます。しかしながら、業績につきましては、金融機関のコスト削減などの影響を拭いきれず、業績
の低迷を余儀なくされました。  
 以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は414,689千円（前年同四半期比21,340千円の減
少）、営業損失は304,310千円（前年同四半期比147,374千円の増加）、経常損失は333,964千円（前
年同四半期比119,401千円の増加）、四半期純損失は331,958千円（前年同四半期比93,858千円の増
加）となりました。 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。 

① 投資情報提供事業 

投資情報提供事業においては、各サービスでクオリティの強化やラインナップの見直しに着手し

ました。しかしながら、主な法人顧客である金融機関によるコスト削減が継続しているため、日本

株および中国株情報提供は弱含みの推移となりました。為替・国際金融情報提供では、自社FXサイ

トの訪問者増加が顕著となる一方、為替証拠金業者向けサービスについては価格競争の激化により

低迷を余儀なくされました。以上の結果、当第３四半期連結累計期間における投資情報提供事業の

売上高は355,118千円（前年同四半期比19,719千円の減少）、営業損失は48,621千円（前年同四半期

は営業利益49,733千円）となりました。 
  
② 金融アドバイザリー事業 

金融アドバイザリー事業においては、ファンドの契約残高が伸び悩み管理料収入が前年同四半期
を下回りましたが、一方でコストも前年同四半期を下回りました。 
 以上の結果、当第３四半期連結累計期間における金融アドバイザリー事業の売上高は36,337千円
（前年同四半期比4,120千円の減少）、営業損失については35,820千円（前年同四半期比22,390千円
の増加）となりました。 

  
③ ライセンス事業 

ライセンス事業においては、前年同四半期より特許権使用料売上が増加しました。 
 以上の結果、当第３四半期連結累計期間におけるライセンス事業の売上高は23,234千円（前年同
四半期比2,498千円の増加）、営業利益については6,584千円（前年同四半期比2,498千円の増加）と
なりました。 

  
上記の各事業の営業利益から、当社グループ管理業務にかかる費用を控除した結果、当第３四半

期連結累計期間における営業損失は304,310千円（前年同四半期比147,374千円の増加）となりまし
た。これは、継続的なコスト削減を実施して参りましたが、売上減収分を吸収するには至らなかっ
たことに起因します。 
 また、経常損失につきましては支払利息22,091千円などを計上した結果、333,964千円（前年同四
半期比119,401千円の増加）となり、四半期純損失については、331,958千円（前年同四半期比
93,858千円の増加）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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 ①資産、負債及び純資産の状況 

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べて39,627千円減少
し、396,010千円となりました。これは主に、現金及び預金が5,103千円、受取手形が10,956千円増
加しましたが、貸倒引当金が42,200千円増加し、その他の流動資産が11,920千円減少したことによ
るものです。 
 固定資産は、前連結会計年度末に比べて48,663千円減少し、526,088千円となりました。これは主
に、のれんが24,352千円、特許権が16,650千円減少したことによるものです。 
 この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて、88,290千円減少し、922,099千円となりました。

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べて129,678千円増加
し、1,134,567千円となりました。これは主に未払金が81,411千円、未払費用が49,982千円、その他
の流動負債が95,593千円増加したことによるものです。 
 固定負債は、前連結会計年度末に比べて８千円増加し、1,437千円となりました。この結果、負債
合計は前連結会計年度末に比べて、129,687千円増加し、1,136,005千円となりました。 

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べて217,978千円減少
し、△213,906千円となりました。これは主に、利益剰余金が331,958千円減少したことによるもの
です。 

  

当第３四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローについては、営業活動により82,230千円
減少し、投資活動により4,108千円減少し、財務活動により91,875千円増加いたしました。この結
果、現金及び現金同等物は前連結会計年度末と比べて5,103千円の増加となり、当第３四半期連結会
計期間末残高は11,912千円となりました。 

  （営業活動によるキャッシュ・フロー） 
営業活動により減少した資金は、82,230千円（前年同期比62,358千円の減少）となりました。こ

れは、のれんの償却額24,352千円、特許権償却額16,650千円、貸倒引当金の増加額42,200千円、未
払金の増加額80,592千円、その他68,251千円などによる増加があったものの、税金等調整前四半期
純損失328,304千円などによる減少があったためであります。 

  （投資活動によるキャッシュ・フロー） 
投資活動により減少した資金は、4,108千円（前年同期比29,446千円の減少）となりました。これ

は、有形固定資産の取得による支出1,992千円、敷金及び保証金の差入による支出1,984千円などが
あったためであります。 

  （財務活動によるキャッシュ・フロー） 
財務活動により増加した資金は、91,875千円（前年同期比65,955千円の減少）となりました。こ

れは、短期借入金の純増額91,925千円などがあったためであります。 
  

各国株式市場が上昇基調に転じ、歴史的な円高局面も収束の兆しをみせているものの、欧州債務
問題に対する根深い警戒感などから、投資家のリスク許容度は未だ回復途上にあります。主な顧客
層である国内の金融機関においても、全般的に経費削減スタンスが継続していること、またグルー
プ再編、合従連衡の動きも継続しているため、当社の置かれるビジネス環境には引き続き流動的な
ファクターが存在します。投資情報提供事業をはじめとする既存の事業でさえ、過年度の経験・実
績をもって今後の業績を合理的に積算・予想することは極めて困難な状況にあります。加えて、当
社グループは４期連続の営業損失を計上し、営業キャッシュ・フローがマイナスの状況にあり、当
第３四半期連結会計期間末においては、213,906千円の債務超過となりました。このような状況を早
期に解消するために、保有する関係会社株式等の売却によるキャッシュ・フローの改善、あるいは
外部からの資金調達を通じて、グローバル投資情報、ETF事業への経営資源の集中等を進めていく計
画であります。これらの施策は前連結会計年度においても実施してまいりましたが、当期中にも引
き続き実施する計画であり、また、その規模も当社の事業規模と比して相当大きいことが予想され
ます。しかしながら、その内容については流動的で不確実性が高く、現時点で合理的に予想するこ
とは困難です。従いまして、投資家の皆様に誤解されない適切な予想の開示が困難であるという判
断から、当期の業績予想は「未定」とさせていただき、期末に近づき業績予想の開示が可能になっ
た時点で速やかに開示させていただきます。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報

  （資産）

  （負債）

  （純資産）

 ② キャッシュ・フローの状況

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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当社グループは、当第３四半期連結累計期間におきまして、営業損失304,310千円、経常損失333,964
千円、四半期純損失331,958千円を計上し、平成20年11月期連結会計年度より引き続き営業損失を計上
しており、213,906千円の債務超過となりました。また、営業活動によるキャッシュ・フローも△
82,230千円と同連結会計年度より引き続きマイナスとなっております。さらに、当第３四半期連結会計
期間末においても一部の債務が延滞しております。これらにより、継続企業の前提に重要な疑義を生じ
させるような状況が存在しております。 
 なお、金融機関からの借入金の返済につきましては、一定期間にわたる借入金の返済猶予を前提とし
て資金計画を立案し、当社の事業計画に基づき事業活動に影響のない範囲で借入金の返済を行なってい
く予定であります。 

  

今後のETF市場の拡大を視野に、前連結会計年度において子会社化いたしましたXTF, Inc. が有す
る豊富なETFデータ、ツール及びネットワークを活用し、米国を中心とした全世界でETFに関連する事
業に積極的に取組んでまいります。国内では、T&C XTF Japan がXTF, Inc. との連携により、ETFに
関する投資情報、コンサルティングサービス等を機関投資家、金融機関、証券取引所等に提供してま
いります。さらに、当社グループのキャッシュ・フローの安定化、収益の拡大、事業価値の増大に寄
与する可能性のある施策をさまざまな角度から検討し、さらなる事業基盤の拡大を進めてまいりま
す。 
  

投資情報提供事業、金融アドバイザリー事業に加えて、関連会社において医療機器（滅菌器）製造
販売事業を進めております。さらに、当連結会計年度においては、JOIN社との資本・業務提携により
BPO事業を開始する予定であり、引き続き外部金融環境に左右されにくい安定成長を確保する事業ポ
ートフォリオを構築し、安定的な収益、キャッシュ・フローの確保を目指してまいります。 
  

当社グループでは平成21年11月期連結会計年度より、役員報酬および従業員給与の削減を行なっ
ておりますが、さらに組織・業務の見直しによるコスト削減を進めております。今後も引き続き不
要不急な経費の抑制に努めてまいります。 
  

当社グループでは、事業基盤強化・拡大を目的に投資してきた資産について、所期の目的を達成
したものから順次売却することにより手元資金の流動性を高めてまいりました。当連結会計年度に
おいては、10月末を目処に連結子会社である㈱T&Cフィナンシャルリサーチの売却を予定しており
ます。引き続き事業活動を安定的に行うための資金を確保するために、資本政策も含めた新たな資
金調達の検討及び交渉を進めてまいります。 

  

当社グループは、当該状況を解消すべく、以上の対応策を実施しておりますが、これらのうち資産の
売却・資金調達においては、連結子会社売却の契約締結が予定日より遅れており、また、青島中盈藍海
現代服務発展股份有限公司からの借入497,647千円についても本決算短信開示時点において完了してお
りません。その他の対応策についても継続して実行中ではあるものの、今までのところ十分な成果が得
られていない事項が含まれております。従って、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が
認められます。 

  

２．継続企業の前提に関する重要事象等の概要

(1) ETF事業の強化と事業基盤の拡大

(2) 複合的な事業構造確立による収益の安定化を目指した事業基盤の拡大

(3) リストラの徹底および強固な財務基盤の確立の実現に向けての諸施策への取組み
① コスト削減

② 資産の売却・資金調達
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成23年11月30日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年８月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,808 11,912

売掛金 151,369 162,546

たな卸資産 4,854 2,852

営業投資有価証券 276,460 276,676

その他 26,231 14,310

貸倒引当金 △30,086 △72,287

流動資産合計 435,638 396,010

固定資産   

有形固定資産 21,066 17,548

無形固定資産   

のれん 316,588 292,235

特許権 153,550 136,900

その他 37,775 31,624

無形固定資産合計 507,914 460,759

投資その他の資産   

投資有価証券 0 0

関係会社株式 0 0

その他 109,130 111,140

貸倒引当金 △63,360 △63,360

投資その他の資産合計 45,770 47,780

固定資産合計 574,751 526,088

資産合計 1,010,389 922,099

負債の部   

流動負債   

買掛金 6,511 3,853

短期借入金 275,241 255,822

1年内返済予定の長期借入金 331,080 331,030

未払金 159,709 241,120

未払費用 114,949 164,932

未払法人税等 10,895 7,413

前受金 25,352 25,457

返品調整引当金 1,837 1,858

その他 79,311 103,078

流動負債合計 1,004,889 1,134,567

固定負債   

その他 1,429 1,437

固定負債合計 1,429 1,437

負債合計 1,006,318 1,136,005
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成23年11月30日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年８月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 819,663 877,527

資本剰余金 601,871 659,734

利益剰余金 △1,368,139 △1,700,097

株主資本合計 53,395 △162,834

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,321 2,495

為替換算調整勘定 △51,645 △53,567

その他の包括利益累計額合計 △49,324 △51,071

純資産合計 4,071 △213,906

負債純資産合計 1,010,389 922,099
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書
 第３四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年12月１日 
 至 平成23年８月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年12月１日 
 至 平成24年８月31日) 

売上高 436,030 414,689

売上原価 264,634 315,116

売上総利益 171,395 99,573

返品調整引当金戻入額 2,250 1,837

返品調整引当金繰入額 2,670 1,858

差引売上総利益 170,976 99,551

販売費及び一般管理費 327,912 403,861

営業損失（△） △156,936 △304,310

営業外収益   

受取利息 2,515 2

受取賃貸料 1,218 －

為替差益 － 1,594

債務消滅益 － 1,617

その他 376 61

営業外収益合計 4,110 3,275

営業外費用   

支払利息 19,212 22,091

持分法による投資損失 32,263 －

遅延損害金 － 8,734

その他 10,261 2,102

営業外費用合計 61,737 32,928

経常損失（△） △214,562 △333,964

特別利益   

受取賠償金 － 6,280

特別利益合計 － 6,280

特別損失   

固定資産除却損 4,105 620

前払費用償却損 10,849 －

特別損失合計 14,954 620

税金等調整前四半期純損失（△） △229,516 △328,304

法人税、住民税及び事業税 9,017 3,653

法人税等調整額 902 －

法人税等合計 9,919 3,653

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △239,436 △331,958

少数株主損失（△） △1,337 －

四半期純損失（△） △238,099 △331,958
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 四半期連結包括利益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年12月１日 
 至 平成23年８月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年12月１日 
 至 平成24年８月31日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △239,436 △331,958

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 735 174

為替換算調整勘定 75,666 △1,921

その他の包括利益合計 76,401 △1,747

四半期包括利益 △163,035 △333,705

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △160,555 △333,705

少数株主に係る四半期包括利益 △2,480 －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年12月１日
 至 平成23年８月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年12月１日
 至 平成24年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △229,516 △328,304

減価償却費 8,628 11,544

のれん償却額 87 24,352

特許権償却額 16,650 16,650

固定資産除却損 4,105 620

営業投資有価証券評価損益 15,520 －

返品調整引当金の増減額（△は減少） 419 21

貸倒引当金の増減額（△は減少） △296 42,200

受取利息 △2,515 △2

支払利息 19,212 22,091

遅延損害金 － 8,734

為替差損益（△は益） 8,490 △1,646

持分法による投資損益（△は益） 32,263 －

受取賠償金 － △6,280

売上債権の増減額（△は増加） △31,748 △10,157

たな卸資産の増減額（△は増加） 5,084 2,002

仕入債務の増減額（△は減少） △5,694 △2,658

未払金の増減額（△は減少） 11,389 80,592

前受金の増減額（△は減少） △4,120 106

未払消費税等の増減額（△は減少） 2,394 7,329

その他 30,418 68,251

小計 △119,227 △64,550

利息及び配当金の受取額 454 2

利息の支払額 △12,867 △14,302

賠償金の受取額 － 6,280

遅延損害金の支払額 － △382

法人税等の支払額 △12,949 △9,278

営業活動によるキャッシュ・フロー △144,589 △82,230

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,096 △1,992

無形固定資産の取得による支出 － △190

敷金及び保証金の差入による支出 － △1,984

関係会社貸付けによる支出 △42,989 －

貸付金の回収による収入 10,000 －

その他 531 58

投資活動によるキャッシュ・フロー △33,554 △4,108
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年12月１日 
 至 平成23年８月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年12月１日 
 至 平成24年８月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 157,831 91,925

長期借入金の返済による支出 － △50

財務活動によるキャッシュ・フロー 157,831 91,875

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,410 △432

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △21,723 5,103

現金及び現金同等物の期首残高 45,916 6,808

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △123 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 24,069 11,912
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当社グループは、当第３四半期連結累計期間におきまして、営業損失304,310千円、経常損失333,964
千円、四半期純損失331,958千円を計上し、平成20年11月期連結会計年度より引き続き営業損失を計上
しており、213,906千円の債務超過となりました。また、営業活動によるキャッシュ・フローも△
82,230千円と同連結会計年度より引き続きマイナスとなっております。さらに、当第３四半期連結会計
期間末においても一部の債務が延滞しております。これらにより、継続企業の前提に重要な疑義を生じ
させるような状況が存在しております。 
 なお、金融機関からの借入金の返済につきましては、一定期間にわたる借入金の返済猶予を前提とし
て資金計画を立案し、当社の事業計画に基づき事業活動に影響のない範囲で借入金の返済を行なってい
く予定であります。 
  

今後のETF市場の拡大を視野に、前連結会計年度において子会社化いたしましたXTF, Inc. が有す
る豊富なETFデータ、ツール及びネットワークを活用し、米国を中心とした全世界でETFに関連する事
業に積極的に取組んでまいります。国内では、T&C XTF Japan がXTF, Inc. との連携により、ETFに
関する投資情報、コンサルティングサービス等を機関投資家、金融機関、証券取引所等に提供してま
いります。さらに、当社グループのキャッシュ・フローの安定化、収益の拡大、事業価値の増大に寄
与する可能性のある施策をさまざまな角度から検討し、さらなる事業基盤の拡大を進めてまいりま
す。 
  

投資情報提供事業、金融アドバイザリー事業に加えて、関連会社において医療機器（滅菌器）製造
販売事業を進めております。さらに、当連結会計年度においては、JOIN社との資本・業務提携により
BPO事業を開始する予定であり、引き続き外部金融環境に左右されにくい安定成長を確保する事業ポ
ートフォリオを構築し、安定的な収益、キャッシュ・フローの確保を目指してまいります。 
  

当社グループでは平成21年11月期連結会計年度より、役員報酬および従業員給与の削減を行なっ
ておりますが、さらに組織・業務の見直しによるコスト削減を進めております。今後も引き続き不
要不急な経費の抑制に努めてまいります。 
  

当社グループでは、事業基盤強化・拡大を目的に投資してきた資産について、所期の目的を達成
したものから順次売却することにより手元資金の流動性を高めてまいりました。当連結会計年度に
おいては、10月末を目処に連結子会社である㈱T&Cフィナンシャルリサーチの売却を予定しており
ます。引き続き事業活動を安定的に行うための資金を確保するために、資本政策も含めた新たな資
金調達の検討及び交渉を進めてまいります。 

  
当社グループは、当該状況を解消すべく、以上の対応策を実施しておりますが、これらのうち資産の

売却・資金調達においては、連結子会社売却の契約締結が予定日より遅れており、また、青島中盈藍海
現代服務発展股份有限公司からの借入497,647千円についても本決算短信開示時点において完了してお
りません。その他の対応策についても継続して実行中ではあるものの、今までのところ十分な成果が得
られていない事項が含まれております。従って、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が
認められます。 
  
なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不

確実性の影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。 

  

当第３四半期連結累計期間において、第三者割当増資による新株式発行（デット・エクイティ・スワ

ップ）により、資本金が57,863千円、資本準備金が57,863千円増加しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

当第３四半期連結累計期間(自 平成23年12月１日  至 平成24年８月31日)

① ETF事業の強化と事業基盤の拡大

② 複合的な事業構造確立による収益の安定化を目指した事業基盤の拡大

③ リストラの徹底および強固な財務基盤の確立の実現に向けての諸施策への取組み
A. コスト削減

B. 資産の売却・資金調達

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

当第３四半期連結累計期間(自 平成23年12月１日  至 平成24年８月31日)
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